
平成２６年度「県民Ｗｅｂアンケート」結果の活用状況平成２６年度「県民Ｗｅｂアンケート」結果の活用状況平成２６年度「県民Ｗｅｂアンケート」結果の活用状況平成２６年度「県民Ｗｅｂアンケート」結果の活用状況 活用状況選択肢A　実施中の事業・施策の改善 ：１１B　現在、検討している事業・施策の参考 ：２C　今後、事業・施策を検討する際の参考 ：６D　その他　　　　　　 ：０アンケート実施期間 会員数 回収数 回収率2014/7/10～ 229 189 82.5%2014/7/162014/7/24 230 188 81.7%～2014/7/302014/8/7～ 233 193 82.8%2014/8/132014/8/21～ 243 205 84.4%2014/8/27
2014/9/4～ 247 211 85.4%2014/9/102014/9/18～ 247 188 76.1%2014/9/242014/10/2～ 247 192 77.7%2014/10/82014/10/16～ 247 201 81.4%2014/10/222014/10/30～ 247 204 82.6%2014/11/52014/11/13～ 247 190 76.9%2014/11/192014/11/27～ 247 202 81.8%2014/12/3
2014/12/11～ 247 195 78.9%2014/12/17

アンケートのテーマ名 アンケートの目的 活用状況 活用状況詳細 課名
有機農業等で生産された農産物に関する調査 　県では平成21年3月に県有機農業推進計画を策定し、有機農業の取り組み拡大に向けて、新規栽培技術や情報発信等の取り組み支援、ホームページでのPR、奈良県環境にやさしい農業シンボルマークの運用等に努めて参りました。その結果、有機農業に取り組む人や面積が増加するなど一定の成果を得ているところです。　このたび、さらなる有機農業の取り組み面積拡大に向けて県有機農業推進計画の見直しを検討しております。つきましては、有機農業に対する認知度とニーズの把握を行うため、アンケートの回答にご協力いただけると幸いです。 A　実施中の事業・施策の改善 ・アンケート結果より、消費者の有機農産物に対する関心の高さや、価格・入手方法など購入時の問題点などが明らかとなった。・奈良県有機農業推進計画の改訂案を作成するに当たって基礎データとして活用するとともに、消費者への有機農業の啓発や利便性向上につながる取組支援について次年度からの事業予算を確保した。 農業水産振興課「ムジークフェストなら２０１４」開催について 　今年で３回目を迎えた音楽祭「ムジークフェストなら２０１４」が、６月１４日～２９日の１６日間にわたって開催されました。　奈良県内各地で２７０以上の公演が催され、たくさんの方々に奈良の音楽祭を楽しんでいただきました。　このアンケートは、県民の皆さんのご意見をお聞きし、今後の音楽祭の企画・運営に活用させていただくものです。また、昨年度と似た質問項目もありますが、昨年度からの認知度の向上があったかどうかなどを確認させていただくためのものです。 A　実施中の事業・施策の改善 ・ムジークフェストならの認知度は年々向上している。引き続き、県内外に積極的な広報を展開していく。・子ども連れでも楽しめるコンサートを増やして欲しいという声がアンケートに寄せられた。2015年の企画に当たって、子ども向けの公演を増やすようにした。 文化振興課
南部地域及び東部地域に関する意識調査 　県南部・東部地域は、過疎地域を多く抱え、人口減少や超高齢化に直面しています。県では、これまでから「住み続けられる地域」を目指して、南部・東部地域の振興を図るための施策を実施してきましたが、さらなる振興を図る参考とするため、県民の皆様の南部・東部地域との関わりや今後の意向をお伺いいたします。【参考】・南部地域には、五條市、吉野郡（吉野町、大淀町、下市町、黒滝村、天川村、野迫川村、十津川村、下北山村、上北山村、川上村、東吉野村）と南部地域と同様の課題を抱える地域（御所市、高取町、明日香村）が含まれます。・東部地域には、宇陀市、山添村、曽爾村、御杖村が含まれます。 A　実施中の事業・施策の改善C　今後、事業・施策を検討する際の参考 　平成27年4月施行の南部振興基本計画及び東部振興基本計画の策定にあたり、調査結果を参考にした。また、同結果を南部東部地域のデータ集にも掲載し、今後の南部東部振興施策の参考にしていく。 復旧・復興推進室

3333 環境問題に関する意識調査について 　県民の皆様が日常生活において、地球温暖化問題をはじめとする環境問題に対してどのように考え、どのような取り組みをされているかを調査します。このアンケートでは、特に「景観」「河川環境」「地球温暖化（省エネ・節電含む）」「ごみ問題」及び「生物多様性」の５項目について、それらに対する意識や取組事例を伺います。　これらの結果は、今後の奈良県の環境に関する施策の参考資料といたします。 C　今後、事業・施策を検討する際の参考 　アンケート結果を、来年度（平成27年度）に策定予定の「奈良県環境総合計画」の重点項目立てや「きれいに暮らす奈良県スタイル」推進事業（平成27年度～）の進捗管理等に活用する予定。 環境政策課結婚支援について 　奈良県では総合的な少子化対策に関する計画策定の作業を進めています。結婚も少子化対策の1つの大きなテーマととらえており、「結婚支援の方向性」について皆様のご意見をお伺いし、計画策定の参考にさせていただきたいと思いますので、ご協力よろしくお願いいたします。 B　現在、検討している事業・施策の参考 ・平成27年度以降の計画策定と具体的な結婚支援の取り組みの検討資料の一つとして活用した。・平成27年度には、ＮＰＯやボランティア団体、企業、市町村等、様々な主体間の協働による結婚支援活動を支援する事業を実施する。 子育て支援課

5555 こころの健康に関する意識調査 　このアンケートは、県民の皆様のこころの健康に関する意識調査です。　調査は、現在のあなた自身のこころの健康や、自治体の広報の利用しやすさ、様々な相談窓口の周知度などについてお聞きしています。こころの健康を考える中で、自殺予防の視点が欠かせないため、自殺に関する質問も一部含んでいます。　デリケートな内容であるため、必須回答でない質問に関しては、お答えいただかなくても次に進んでいただけます。　今後の県民のこころの健康に関する情報配信等の取り組みに活かすことを目的にしておりますので、是非ご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。 C　今後、事業・施策を検討する際の参考 ・アンケート結果のこころの健康についての調査項目では、H23年奈良県自殺対策意識調査結果やH24年内閣府自殺対策に関する意識調査結果とほぼ同様な傾向が見られた。自治体の広報の利用しやすさの項目では、若年層のホームページの利用率が低く、ホームページを利用しにくいといった割合は全体の約4割であった。相談窓口の周知度の項目では、一番よく知られている窓口でも4割弱で、他の相談窓口では約2割程度の周知であった。・これらの結果から、若年者に利用してもらいやすい、スマートフォンに対応したホームページづくりを行い、その中で相談窓口の案内を掲載する予定である。（平成27年3月に自殺対策強化月間にあわせてホームページを変更の予定） 保健予防課
4444 県の広報媒体について 　県では、広報誌やテレビ、インターネットなど多様な媒体を利用して県政情報を発信しています。　そこで、昨年度に引き続き、県政広報の中心媒体である県広報誌「県民だより奈良」とテレビ版「県民だより奈良『ならいいね！』」、さらには、県の課題や施策、効果を浮き彫りにする県政広報番組「奈良そこが知りたい」の認知度などを調査し、より一層の内容充実を図るためアンケートを行います。 A　実施中の事業・施策の改善 ・アンケート結果から、「県民だより奈良」については県政情報の入手媒体として定着しており、また、寄せられた自由意見から、掲載情報についても有効に活用されていることがうかがえる。イベントに関する情報が役に立つ、イベント情報を増やしてほしい、との意見も多く寄せられており、平成27年度は、年間１６ページ増やした上で、こうした情報の掲載について一層の充実を図る。・一方、テレビ番組（県民だより奈良　「ならいいね！」、「奈良そこが知りたい」「県政フラッシュ」）については、認知度が低いことから、広報誌「県民だより奈良」をはじめ、平成２７年２月に開設したフェイスブック、ホームページなど多様な媒体を活用して認知度の向上を図る。・また、ホームページについては、アンケートの結果では一定の認知度を得られており、利用者は目的をもって閲覧されるという特徴があらわれている。自由意見でも、必要な情報に辿り着きやすいデザイン・構造への改善を求めるものが多く見られた。このため、平成２６年１０月に、トップページを利用しやすいものに更新したところ。今後も利用者のニーズを把握し、よりわかりやすいホームページづくりに努める。・デジタルサイネージについては、前回のアンケート実施時（H24年度実施）よりも認知度は向上しているものの、まだまだ低い状況にある。平成２７年度はデジタルサイネージの設置箇所を県内で３カ所拡充するとともに、今後一層掲載情報の充実を図っていく。 広報広聴課
「祈りの回廊」についての認知度、興味度調査 　奈良県では、奈良大和路の社寺を中心とした奥深い魅力に触れ、広く奈良の素晴らしさに対する認識を深めていただくことを目的として、秘宝・秘仏特別開帳をはじめとした社寺との連携事業「祈りの回廊」を推進しています。そこで、「祈りの回廊」についての認知度や興味度をみなさまにお伺いしたいと思います。　このアンケートは平成25年度に同様の設問で実施しましたが、経年による変化も把握したいと思いますので、過去のアンケートにお答えいただいた皆様も御協力をお願いいたします。 A　実施中の事業・施策の改善C　今後、事業・施策を検討する際の参考 　昨年度と比べ、「祈りの回廊」パンフレット、ホームページともに認知度は上がっているが、さらに向上させるために、パンフレットをより多くの方が手にした駅、観光案内所、道の駅での配布数を増やした。　季節の花情報を知りたい方が多かったので、パンフレットでの社寺案内ページに花のアイコンを入れて、見やすくした。「祈りの回廊」を知っていても実際に社寺を訪問した方はその半数であったため、より多くの方に社寺に来ていただけるよう内容をさらに充実させたい。 ならの魅力創造課古事記・日本書紀・万葉集についての認知度、興味度調査 　奈良県では、古事記完成1300年目にあたる2012年から、日本書紀完成1300年目にあたる2020年までの9年に及ぶ長期のスパンで、「記紀・万葉プロジェクト」を推進しています。そこで、古事記・日本書紀・万葉集について、皆様の認知度、興味度をお伺いしたいと思います。　このアンケートは平成22年度より同様の設問で実施しておりますが、経年による変化も把握したいと思いますので、過去のアンケートにお答えいただいた皆様も御協力をお願いいたします。 A　実施中の事業・施策の改善C　今後、事業・施策を検討する際の参考 　平成22年度から同じ質問を行ったため、「記紀・万葉」に関する県民機運の変化を観察できた。５年分のデータ蓄積によって、県民の認知度、興味度等がより鮮明になり、また、記述式回答にも積極的にご回答いただき、今後の事業展開方向を考える際の参考となった。 ならの魅力創造課

8888 奈良の景観施策に関する意識調査 　奈良県は、世界に誇る多くの歴史文化遺産と、豊かな自然環境等に恵まれた地であり、美しい景観が守り育てられてきたところです。　奈良県の景観を美しく風格のあるものとし、これを次世代に引き継いでいくため、平成２１年に「奈良県景観計画」を定め、いろいろな施策を推進してきました。　この「奈良県景観計画」の策定から５年を経過したことを機に、県民の皆さまが「景観」についてもっておられる意識やご意見を伺い、今後の参考にさせていただきたいと考えております。 C　今後、事業・施策を検討する際の参考 　アンケート結果から、奈良県の景観に対して求められていることや、景観法に基づく届出や広告物のルールについての考えをうかがい知ることができたので、どういう景観をどういうかたちで守り育てていくべきか、また、今後の規制見直しに向けての材料としたい。 景観・自然環境課7777 消費の現状と今後について 　消費税率８％への引き上げを控えた昨年10月に、今後の消費行動や新しくオープンした県外大型商業施設についてお伺いしましたが、今回は、消費税率が引き上げられた中での現状における消費行動などについて、お聞かせ下さい。　また、県内での消費活性化施策として発行している「生活応援せんとくんプレミアム商品券」や買い物等の際に利用されることが多いポイントカードについてもお伺いします。皆様からいただいたご意見は、今後、県内の消費活性化の施策に反映させてまいります。 A　実施中の事業・施策の改善B　現在、検討している事業・施策の参考 産業政策課・アンケート結果から、プレミアム商品券に対する認知度は高く、ニーズもうかがえることから、平成27年度も継続して商品券を発行し、県内での消費活性化を図る。・一方、事業を知らない方もおられたため、事業周知に向けた取組の強化を図っていきたい。・このアンケート結果や他の統計調査結果などを踏まえ、消費行動につながる施策を検討していく。

12121212 「奈良県大芸術祭」の開催について 　本県では、これまで44年間にわたり実施してきた奈良県芸術祭の魅力の増幅と県民参加の拡大を目指し、「奈良県大芸術祭」とスケールアップして、平成26年9月1日から11月30日まで、「大古事記展」や「平城京天平祭」、「馬見フラワーフェスタ」、「奈良県美術展覧会（県展）」、「なら国際映画祭」、「はならぁと」、「正倉院展」などを含む、県や県内文化芸術団体主催の文化芸術イベント約400を開催しました。　このアンケートは、奈良県大芸術祭についての県民の皆さんのご意見をお聞きし、今後の企画・運営に反映させていくものです。ご協力をよろしくお願いします。 A　実施中の事業・施策の改善 　「奈良県大芸術祭」について、「雑誌・新聞」「のぼり・ポスター」「公式ガイドブック」で知った県民が多い。これらの結果を踏まえて、より多くの県民が「奈良県大芸術祭」認定イベントに参加できるよう、広報手法等を工夫していく。 文化振興課11111111 バスの利用促進に関するアンケート調査 　奈良県では、効率的で持続可能な地域公共交通の確保に向けて、知事を会長として各市町村長、交通事業者の代表及び近畿運輸局で組織した奈良県地域交通改善協議会において、毎年の利用状況等に基づいた路線バスの運行計画の見直しを行うなど継続的に協議することとしています。　そのためには、地域の生活スタイルを踏まえた移動ニーズを継続的に把握することが必要であると考えており、県民の皆さまのご協力を頂き、地域公共交通の改善を検討する基礎資料とさせていただきたいと考えております。※このアンケートにおける「バス」とは、路線バスのほか、市町村が運行するコミュニティバスを含みます。 A　実施中の事業・施策の改善 ・県内における公共交通のあり方について協議を行うため、知事を会長とし、全ての市町村長及び交通事業者などにより構成される奈良県地域交通改善協議会を設置している。本協議会の下に設置している路線別検討会議では、平成２６補助年度（平成２５年１０月～平成２６年９月）における、国と県の運行費補助の対象となった路線バスについて、次年度運行に向けた改善及び利用促進策について沿線市町村等の関係者間で協議を行っている。・本アンケート結果からは、利用促進に向けた取組として、企画乗車券や運賃割引制度などが有効とするご意見が比較的多いほか、運行ダイヤなどの情報提供が重要とするご意見が多くあった。また、自由意見の中で、広域によるコミュニティバス運行や自治会などの地元負担によるバスの運行などの意見があった。・沿線市町村、交通事業者、国及び県で構成される路線別検討会議では、本年２月から６月にかけて、運行の効率化とともに、路線の再編や運行情報の提供等利用促進に向けた取組を関係者で協議を行うこととしている。本アンケート調査結果は路線別検討会議参加者で共有し、運行の効率化や利用促進に向けた取組を検討する際の参考資料として活用していきたい。 地域交通課
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10101010 県営都市公園のニーズ調査 　奈良県には現在１１の県営都市公園があり、それぞれに特徴のある都市公園として整備、管理運営を行って皆さんに利用していただいています。昨年度に引き続き、これら県営都市公園のニーズを把握し、今後の実施事業の参考とさせていただくことを目的に、施設整備、利活用、維持管理に関するアンケート調査を行います。ご協力よろしくお願いします。 A　実施中の事業・施策の改善 ・アンケート結果から、県営都市公園でのイベント、馬見丘陵公園花サポーター制度、奈良県立都市緑化基金のいずれについても認知度が低いことがわかった。このことを踏まえ、平成27年度以降の広報ツールの更なる充実を図る。・奈良県立都市緑化基金への募金について、記念品がもらえることが一つの動機となりうる（回答対象者の25%）ことから、平成27年度において記念品（オリジナル絵はがき）の配布を行う。・ボランティア登録することを躊躇する理由として、定期的な参加が難しいということがうかがえた。平成26年度に試行したチューリップ球根の堀上げ体験のようなボランティア体験型イベントによる参加機会を提供し、ボランティア登録者の増加につなげたい。 公園緑地課9999 救急電話相談に関する調査 　奈良県では、「救急車を呼んだ方が良いのか」、「直ぐに医療機関への受診が必要かどうか」、「応急手当の方法が知りたい」などの相談に、看護師や相談員が電話で対応する相談窓口（奈良県救急安心センター相談ダイヤル：♯７１１９）を２４時間体制で開設しています。　本電話相談窓口については、平成22年度にもアンケート調査を実施しておりますが、今回はその後の普及啓発活動の効果、利用目的、満足度等について調査し、今後の普及啓発及び業務改善の参考にするものです。 A　実施中の事業・施策の改善 ・アンケート結果については、平成27年2月24日開催の奈良県救急安心センター事業検証会にて報告を行った。・アンケート結果からは、利用者の80%以上が電話相談の結果について「適切だった」と回答しており、「＃７１１９」事業に対する県民の満足度は高いものの、認知度は30%強と低いため、今後も積極的に広報・啓発活動を継続していく。 地域医療連携課


